
2018 年（平成 30年）2月 10日号　2

　地域と学校が連携して子どもたちを支え
る学校づくりを実践中です。小・中学校が実
施した国際交流イベントへの参加や中学校
吹奏楽部を応援
するチャリティ
コンサートの開
催など、学校・保
護者・地域住民が
一体で取り組ん
でいます。

実践・コミュニティスクール
　特定空き家を解消するため、地域の空き
家の現状を確認して回りました。町の中で
個性的なカフェや宿泊施設を始めるケース
もあり、宿場町
として栄えた町
並みを活かし、
空き家・空き店
舗の活用で町の
活性化につなげ
ていきます。

空き家活用で地域活性化を目指す
　遊休地を「ききょう農楽園」という共同
農園に整備。住民同士で土とふれあいなが
らさまざまな野菜を作っています。珍しい
野菜「キクイモ」
なども育て、今
後は、収穫した
農産物を加工・
販売する 6 次産
業化にも挑戦し
ていきます。

ききょう農楽園
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ゆめをカタチに

名張地区まちづくり推進協議会 桔梗が丘自治連合協議会 つつじが丘・春日丘自治協議会

よりよい地域にするために。15地域のまちづくり

地縁法人　錦生自治協議会 薦原地域づくり委員会
住民同士で暮らしを支える「コモコモサポート」

コモコモサポート運営委員会
委員長　松並 昭男 さん
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錦生自治協議会
会長　坂上 義成 さん
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依頼を受けて、屋根の修理をする
支援サポーター
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地域づくり代表者会議
平成 29年度 実践交流会
　市内の３つの地域づくり組織が、それぞれの取り組んで
いる内容について発表します。
　各地域が直面している課題や地域ならではの工夫を共有
することで、地域ビジョンの更なる推進を図ることを目的
として開催します。

3 月 4 日日 午後1時から 4時 30分（予定）日時

場所 名張市教育センター（百合が丘西 5）
【発表地域】　名張地区まちづくり推進協議会
　　　　　　蔵持地区まちづくり委員会
　　　　　　国津地区地域づくり委員会
発表の後に、帝塚山大学名誉教授中川幾
郎さんによる講評を受けます。

　地域の身近な問題や関心事など毎回テーマ
を変え、まちづくりについて楽しく学ぶ「朝
学モーニング」を開催しています。
　午前 9 時から
参加費 100 円で
パン、コーヒー、
玉子のモーニン
グセットが付く
交流学習が好評
です。

まちづくりに関心を「朝学モーニング」

　未利用地を「ふれあいゆめ広場（仮称）」
として整備しました。
　この広場を老若男女が利用しやすく、住
民の憩いの場所
となるよう、今
後、遊具の整備
や広場での催し
なども検討して
いきます。

広場でコミュニティづくり

　地域内にゴルフ場があります。市外から
車で来訪する人に道を尋ねられることが多
いため、道路マップを作成しました。
　目印になる建
物はもちろん、
眺めのよい観光
スポットや神社
やお寺なども紹
介しています。

おもてなし道路マップを作成

　農村部の各地区で伝わる祭り、獅子舞、
伝統行事など、同じ地域に住む他の住民に
も知ってもらうための見学ツアーを企画を
しています。
　上比奈知の国
津神社では、30
年ぶりに立てた
松明の前で奉納
される獅子舞を
見学しました。

伝統文化を知る
ひなち地域ゆめづくり委員会

　浸水予想区域に指定されている大屋戸・
松原・夏秋地区にゴムボートやライフジャ
ケットなどの避難用具を購入。夏には自主
防災訓練、秋の
市総合防災訓練
も積極的に開催。
避難所開設や要
援護者を搬送す
る訓練も行いま
した。

さまざまな防災対策

　市民センター横の公園を防災公園として
機能できるように防災ベンチを整備しまし
た。普段は休憩などに使う屋根付きのベン
チとして使用
し、災害発生時
にはベンチ部分
を炊き出し用か
まどとして使用
できます。

防災公園として整備

　地域をあげて開催する夏祭り・フェスタな
どのイベントに、「百合小こどもクラブ」を
卒業した中学生が、テントの組み立てや運営
に協力してくれ
ました。　　　
　若者がさまざ
まなまちづくり
活動に参画でき
るまちを目指し
ます。

若いパワーがまちづくりに参画

　災害時、必要とされる食料を備蓄してお
けるよう、自家製レトルトパックの保存食
づくりに取り組んでいます。試作をする中、
地元で一度に
たくさん採れ
るタケノコを
活用し、保存食
としてレトル
トパックにし
ました。

レトルトパックで保存食づくり

地縁法人美旗まちづくり協議会

赤目まちづくり委員会

　地域の文化や歴史を子どもたちに知って
もらうため、子どもを対象にしたお寺や神
社など地域内を歩いて探検するイベントを
開催しました。
　子どもたちに
は、大人になっ
ても、ふるさと
を思い、成長し
てほしいと思い
ます。

子どもたちに郷土愛を育む

蔵持地区まちづくり委員会 川西・梅が丘地域づくり委員会

すずらん台町づくり協議会

箕曲地域づくり委員会 一般社団法人青蓮寺・百合が丘地域づくり協議会 国津地区地域づくり委員会
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